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高密とみなされるグリッド（市街地）は，1992年には 3,968 haであったが，2014年には 14,881 haへと拡大して
いることが導き出された．次いで，1992－2001 年と 2001－2014 年における土地利用推移行列を作成し，これら 2




































することはほぼ不可能である．そうした状況下，過去 25 年にわたって衛星画像を GIS で解析するとともに聞き取
り・アンケート調査を駆使して必要な地理空間情報を独自に取得し，都市化の空間プロセスとその形成要因を定量
的に解明した本論文の意義は大きい． 
本研究で著者は，市街地を高密と低密に類型区分しているが，その解析に活用した近隣ポテンシャル概念は独創
的で，新機軸のアプローチとして土地利用研究者の注目を集めるに違いない．セルオートマタ・マルコフモデルに
ニューラルネットワーク法を組み込んだ土地利用予測モデルを構築し，精度の高い都市化の将来予測を行ったこと
も本研究のオリジナリティを高めている．  
コロンボ市当局が作成した都市計画のマスタープランが実態にそぐわないことを指摘し，科学的な手法で将来の
都市圏構造を導出し，結果を空間可視化した点は特筆に値する．この分析で得られた知見は，今後の同市の地域計
画や都市政策の有力な基礎資料になることが期待される．加えて，本研究で確立した土地利用予測モデルは汎用性
に富んでおり，他の発展途上地域における大都市圏研究にも応用可能である． 
 
平成29年2月1日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い，本
論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員全員によって合格と判
定された． 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
 
 
